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離れた場所からいろいろな機器を操作してしまう生活第3回

インターネットにつながる端末はもはやパソコンだけではない。ハードディ

スクレコーダーやオーディオといったAV機器までもが徐々にネットワーク

につながり始めている。では、いろいろな機器がネットワークでつながるこ

とで何が起こるのか。今回は、インターネット経由で、離れた場所からパソ

コンや家電などを操作する“リモートアクセス”をキーワードにインターネッ

トで変わる生活スタイルを探してみる。

最 新

インターネット生活研究所
この連載は、インターネットによって生活に新たな風を吹き込むこと

を目的としたシンクタンク「インターネット生活研究所」によって作ら

れています。このシンクタンクの研究者は、インターネットを生活に

活かしている一般の方を中心に構成され、誰でも参加可能。詳しい

活動内容は http://internet.impress.co.jp/iilにて報告し
ています。
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“リモートアクセス”が

個人の生活にも近づいてきた

「あ！ちょっとエッチなホームページを立

ち上げたままだった。妻にパソコンを触

られたらどうしよう……」。こんなシチュエ

ーションに襲われたとき、あなたならどうす

るだろうか。もし、家でウィンドウズXP

Professionalのマシンを使っていれば話

は簡単だ。標準で搭載されている「リモー

トデスクトップ」機能を使い、会社のパソ

コンから家のパソコンに接続する。そうす

れば家のパソコンを、目の前にあるときと

同じように直接操作することができるの

だ。この機能を使って家のパソコンのブ

ラウザーを閉じて、一件落着となる。

この一連の流れを支えている技術は一

般的に“リモートアクセス”と呼ばれるも

のだ。これは、インターネットなどの公衆

回線上で特定のプロトコルを使い、ほか

のパソコンやローカルネットワーク（LAN）

などにアクセスする技術で、これまでおも

にインターネット経由で会社のパソコンな

どにアクセスして、遠隔地でも仕事をこな

すといったビジネス的用途で使われるこ

生活の中で使うからこそ生まれる“リモートアクセス”の価値

とが多かった。では、次のようなシチュエ

ーションはどうだろうか？「あ！雨が降って

るよ。洗濯物干したままなのに……」。こ

んな時も、たとえば会社のパソコンと物干

し竿をリモートアクセス技術でつないで、

洗濯物を取り込むという操作ができれば

こんなに便利なことはない。さすがにリモ

ートアクセスができる物干し竿はまだない

のだが、たとえばハードディスクレコーダー

などではネットワーク経由でリモートアクセ

ス可能なものが市場に登場している。こ

れを使えば、会社で「あ！好きな番組を録

画し忘れた」という場合に、パソコンから

ハードディスクレコーダーにリモートアクセ

スし、録画予約もできてしまうのだ。ほか

にも、実験ベースながら遠隔地のパソコ

ンから庫内温度を調整できる冷蔵庫など

も、各家電メーカーが発表している。

これら動きを見てみると、リモートアクセ

スという特殊なビジネス向け技術が、今後

個人の生活レベルにも定着する可能性が

あることがわかる。このまま技術が発展し

ていけば、リモートアクセスで洗濯物を取

り込める物干し竿もあながち夢の製品で

はないとも言えるのだ。

コンシューマー向けサービスでも

注目されるリモートアクセス

もう1つ、リモートアクセスという技術が

個人ユースのレベルで実用化しているこ

とを示す例がある。それが、NTTコミュニ

ケーションズが打ち出しているコンシュー

マー向けサービスのコンセプト「CoDen

（個電）」だ。このサービスコンセプトはコ

ンシューマー向けにもかかわらず、iモード

対応の携帯電話からパソコンにリモートア

クセスして、パソコンに接続された端末を

コントロールできる「OCNモバイルコント

ロール」サービスを提供しているのだ。現

在 N T T コミュニケーションズ は

「OCN.BEE」という赤外線リモコンとUSB

カメラの付いた「蜂型」のデバイスを提供

して、端末をパソコンにつなぐことで携帯

電話からUSBカメラを操作して室内の様

子を見たり、赤外線リモコンで、対応した

照明やビデオデッキなどの家電を操作し

たりといったサービスを「OCNモバイルコ

ントロール」の一環として提供している。

ただし「OCN.BEE」は「OCNモバイルコ

ントロール」を使ったサービスのほんの一

携帯電話で 
リモートアクセス 

OCN.BEE

インターネット 

OCN ADSL

USB

ビデオを録画する 

室内の照明をオン／オフする 室内の様子を見る 

 

情報家電へ今後展開 
情報家電 

IPv6端末 

宅内 

ウェブカメラ 赤外線 

赤外線 
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モバイル 
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■ NTTコミュニケーションズが提案するリモートアクセスサービス

「OCNモバイルコントロール」と「OCN.BEE」を組み合わせることで上の図のようなことが可能になる。携帯電話からパソコン経由で「OCN.BEE」にリモートアクセスして、コ
ントロールするのだ。 http://www.ntt.com/shop/service/ocn_bee/
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部にしか過ぎない。今後は、さらに高度に

家電をコントロールできるようなサービス

を「OCNモバイルコントロール」のサービ

スとして提供していく予定だ。このサービ

スが始まれば、これまでビジネス中心に展

開されていたリモートアクセスという技術

が、ますますインターネットを利用する“個

人”にとって身近なものになるだろう。

リモートアクセス技術を使って

何をするかが重要

先に挙げたようにリモートアクセス技術

を使えば出先からビデオの予約や照明の

オン／オフができるのだが、もしかしたら、

この程度ではこのコーナーのテーマであ

る「ライフスタイル革命」には程遠いと思

う人もいるかもしれない。

では、次の例ではいかがだろうか？ あ

る日突然プリンターの調子がおかしくなっ

た。これまでならメーカーのサポートセン

ターに電話をし、数日後にメーカーの担当

者が修理にやってくるというのが常識で、

それまでの間プリンターは使えないという

ことになる。しかし、インターネットにつな

自分のベースの音をギター担当に無理やり聞かせる

会社員兼ベーシスト 大狼澄子さんの場合

「道路沿いのアパートの1階で、家を空

けていることも多いし、オートロックもな

い。いつ泥棒が入ってもおかしくないんで

すよ、ココ」というのは某デザイン会社に

勤めながら週末はガレージロックバンドの

ベーシストとして活躍する大狼澄子さん。

今回は、そんな彼女に記事の中でも紹介

した「OCN.BEE」を使ってもらい、リモー

トアクセス生活を体験してもらった。

「やっぱり、これは泥棒監視用に使いた

いですね。もちろんカメラだけでホーム

セキュリティーなんてことは考え

ていないけど、盗まれたものを

取り返すためにも、せめて泥棒

の顔だけは見ておきたい。そん

なに高価なものは持ってはいな

いんですけど、子供のようにか

わいいベースだけはなんとか守

り抜きたいんです。思わずiモ

ードで10分置きにベースの様

子をチェックしていましたね」。

大狼さんの持っているベースは

DAN ELECTROとVOXという

ブランドの2本で、高価ではな

いものの、探すのが大変なもの

がったプリンターならば、自身で故障を感

知してインターネット経由でメーカーに「故

障しましたよ」とレポートする。そのレポー

トを受けたメーカーは、リモートアクセス技

術を使ってプリンターにアクセスし、プリ

ンターのメインテナンスを行うということ

も可能になる。ほかにも、電子介護や電

子健康管理などの機器に医師が常にアク

セスしておき、寝たきりの老人のバイタル

サインを遠隔地からモニターして機器を動

かし、すばやく健康管理を行うといったこ

ともリモートアクセス技術を使えば可能に

なるのだ。

もちろん、こういった高度なリモートア

クセスが一般的になるにはインターネット

の基盤となっているIPプロトコルが、次世

代バージョンの「IPv6」に移行するなど、さ

らなるインターネットの進化が必要だ。し

かし、すでにIPv6ネットワークの商用サー

ビスも始まっていて、技術面の条件が整

うタイミングはすぐそこまで来ている。ま

た、直接家電などをインターネットにつな

ぐと、最近猛威をふるっている「MSブラス

ト」などのコンピューターウイルスの影響

が心配だという人もいるだろうが、IPv6な

らば標準でIPsecによるセキュリティー機

能を搭載しているので、現状よりも高度な

セキュリティーを実現できるというのもポ

イントだ。

あとは、この技術をどのように使うかと

いったアイデアがそろえば、インターネッ

トはライフスタイルに大きな変化を起こし

てくれる。すべての機器がネットワークに

つながり、しかも遠隔地から操作できる世

界。あなたならここでどんなことをしたいの

か、じっくりと考えてみてもらいたい。

OCNをはじめ多くのプロバイダーがIPv6サービスを開始
している。IPv6ネットワークでは、ほぼ無限のIPアドレス
が提供されるので、パソコンだけでなく家電にも固有の
IPアドレスを付与できるようになる。固有のアドレスを家
電が持つようになれば、現在より高度な操作がリモート
アクセスでも可能になるのだ。

私なら“リモートアクセス技術”をこう使う

ベーシストの大狼さんは、仕事用のウィンドウズとプライベート用
のマックの2台を使いこなしている。「家ではマックの方をよく使
うので、OCN.BEEもマック版を早く出してほしい」とのことだ。
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だそうだ。

「あと、BEEを使うとしたら今いちばん気

に入っている植物ブラックキャットのチェ

ックですね。この木はかなり枯れやすくて、

なかなか世話が面倒。旅行に行くときな

んかはどうなっているか心配なので、携帯

電話で様子が見られるといい。ついでに

BEEがリモートコントロールで水をあげて

くれたりするといいんですけど……」。

では、「OCN.BEE」以上に高度なリモー

トアクセスが実現したら大狼さんはどんな

ことをするのだろうか？

「パソコンだけでなく、家電もつながっ

て、外から操作したりできるんですよね。

だったらギターの男の子のオーディオにア

クセスして、デモテープをガンガン聴かせ

ますね。彼、あんまり練習しないから、と

りあえず音は聴かせておきますね。カメラ

で練習しているかどうかをチェックできた

りするともっといいですね」。

リモートアクセスで友人に強制的にギ

ターを練習させる。音楽とベースを愛する

女の子ならではの発想だ。
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リモートアクセスという技術が発展することで、

インターネット生活に新たな価値が現れることは

わかっただろうか。ただし、この価値はただリモ

ートアクセスという技術を利用しただけでは生ま

れてこない。技術を使って何をつなぎ、どう操作

するのか。たとえばそれが医療機器ならば、遠く

離れた場所にいる人を、まるでその場にいるかの

ように診療できるようになり、我々の生活に大き

な変化をもたらしてくれるだろう。これは技術のう

えに、“遠隔医療に使う”というアイデアをかぶせ

たものだ。現在、さまざまな人が「これこそ革命

を起こす料理方法だ」というアイデアを出してい

くれている。インターネット生活研究所のホーム

ページに掲載された「CoDen presents/インター

ネットライフスタイル・アワード」では、ネットワー

ク生活を向上させていく、その料理方法が多くの

人から寄せられた。8月18日で第1回のアイデア

募集は終了したが、今後は、このアイデアをイン

ターネット研究所で吟味し、優秀なものには表

彰、また実際にビジネスに展開していく予定だ。

技術という素材は整った。あとは、その素材をど

う料理して、ライフスタイルやワークスタイルに革

命を起こすかだ。今後、どのようなアイデアが

“革命”を起こすのか、誌面でもお伝えしていく。

ま
だ
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る
こ
と
は
や
ま
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ど
あ
る

「CoDen presents/インターネットライフスタイル・アワード」
http://internet.impress.co.jp/iil/award/
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愛するベースはソファーの
前に鎮座。これをテレビ台
の上から「OCN.BEE」が
見張っているのだ。 

エアコンまで赤外線が届くのかどうか
心配になり思わずBEEを近づける大
狼さん。家に居るのに、ついつい携帯
電話でBEEを操作してエアコンのスイ
ッチをいれてしまう。 
 

ベースを監視するために、おもちゃ
で溢れんばかりのテレビ台の上に
「OCN.BEE」を設置すると……妙に
なじんでしまった。 
 

キッチンに置いてあるブ
ラックキャットをカメラでチ
ェックできるようにすると
……USBケーブルのな
がさではこれが限界。 
 

■ 大狼さんはここで「OCN.BEE」を使った！
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